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研究成果の概要（和文）：ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症は男性の中咽頭癌、陰茎癌などの原因とな
る。男性でのHPV感染予防対策立案を目指し、本研究を行った。
2014年4月よりベトナム人男性を定期的にフォローした（観察期間中央値14.8カ月）。2回以上フォローした116
名において62.1％で1回以上HPV陽性、37.5％で1年以上HPVが持続感染した。採取部位別のHPV陽性率/遺伝子型比
較では、陰茎からの陽性率が最も高く（陰茎 25.6%；尿 4.9%；尿道 8.3%；口腔 8.3%）、口腔でのHPV18型検出
率が有意に高かった。ベトナム人男性へのHPV6/11/16/18型の4価ワクチン導入の有用性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Human Papilloma Virus (HPV) infection is associated with several cancers in 
males, such as penile　and oropharyngeal cancers. The aim of this study was to propose an HPV 
prevention plan for males.
Since April 2014, 495 Vietnamese male patients with the symptoms of sexual transmitted infection 
have been followed up every 6 months for median observation period of 14.8 months. Of 116 male whose
 samples were collected more than once, 62.1% were positive for HPV at least once, and 37.5% had 
persistent HPV infection for more than one year. HPV prevalence and genotype distribution were 
compared by sampling site among the 205 male patients in 2015. The HPV prevalence was highest in 
penile sample (25.6%); urinary, 4.9%; urethral, 8.3%; and oral, 8.3%. The detection rate of HPV 18 
was highest in oral samples. The importance of the introduction of quadrivalent vaccination against 
HPV6, 11, 16, and 18 for male was highlighted.

研究分野： ウイルス学
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１．研究開始当初の背景 

(1) ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症

は、健康な成人女性の 50％以上が生涯に一

度は感染するとされる代表的な性感染症

であり、子宮頚癌を起こす。子宮頚癌は女

性の癌としては 2番目に多く、世界では年

間 530 万人が発症し 27.5 万人が死亡して

いる。HPVには100以上の遺伝子型があり、

そのうち 13 の遺伝子型（HPV16, 18, 31, 33, 

35, 39, 45, 51, 52, 56, 58, 59, 68 型）

が、癌を高率に引き起こすハイリスク型で

ある。なかでも、HPV16/18 型が子宮頚癌の

70％以上の原因を占める。2006 年から、世

界各国で女性に対して HPV16/18 型の 2 価

および、良性の尖形コンジローマを起こす

HPV6/11 型を併せた 4 価の HPV 感染予防ワ

クチンが使われ始め、女性の HPV 感染率減

少や前がん状態である子宮頚部高度異形

成の減少が証明されている。今後、HPV 感

染者数/子宮頚癌患者数は徐々に減少する

ことが期待される。 

(2) 近年、男性を対象とした調査では、男性

のHPV感染率は女性とほぼ同様であること、

HPV は中咽頭癌、肛門周囲癌、陰茎癌、膀

胱癌、肺癌や食道癌など、男性の癌の原因

となることが分かってきた。すなわち、HPV

関連癌の発生率減少には男女共にHPV感染

率を低下させることが重要である。HPV 感

染率低下のためには、男性でも感染予防ワ

クチンの導入が有効と考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、男性における HPV ワクチン

の費用対効果の評価、HPV 感染予防対策の

立案、HPV 感染者のフォローアップ体制の

確立を目指す。そのために、ベトナム人男

性を対象に(1)HPV 感染症の疫学データ

(HPV 感染率、HPV 遺伝子型・E6/E7 亜型分

布)、(2)HPV 感染/再感染/持続感染リスク

因子（生活歴、他の性感染症の有無、宿主

HLA）、(3)HPV 関連癌での疫学データ（HPV

陽性率、HPV 遺伝子型・E6/E7 亜型分布）、

の解析を行う。 

 

３．研究の方法 

(1)対象者：ハノイ市国立皮膚・性感染症病

院の性感染症外来を尿路感染症の症状で

受診したベトナム人男性。 

(2)検体：尿、尿道スワブ、陰茎スワブ、 

口腔洗浄液 

(3)方法 

 ①6 か月ごとに対象者から検体を採取する。 

 ②各検体から DNAを抽出し HPVスクリーニ

ングを行う。HPV 陽性検体は HPV 遺伝子

型の同定を、HPV16 型陽性検体は E6/E7

亜型の同定を行う。 

③対象者を追跡調査し、HPV 消失率・HPV

持続感染率・再感染率を調べる。 

④質問票により得られた各種因子とHPV感

染との関連などを統計解析する。 

 

４．研究成果 

(1) 尿路感染症の症状でハノイ市国立皮

膚・性感染症病院の性感染症外来を受診し

たベトナム人男性延べ 495 名から、6 か月

ごとに尿/尿道ぬぐい/陰茎ぬぐい/口腔洗

浄検体の採取を行った（観察期間 中央値

は 14.8 か月、四分位範囲 14 か月）。 

初回受診時の解析が終了した397名にお

いて、119名 (30.0%)がHPV陽性であった。

検出された遺伝子型は HPV18 型が 22.7%、

HPV81 型が 19.3%、HPV52 型が 16.0%、HPV11

型が 11.0％、HPV16 型が 8.4%など、であ

った(図 1)。36.1%が異なる HPV 遺伝子型に

重複感染をしており、65.5％が癌を高率に

引き起こすハイリスク型に感染していた。

また性交渉開始年齢が低いほどHPV感染の

リスクが高かった。 

2013 年に代表者らが行ったベトナム人

女性性産業従事者を対象とした調査では、



HPV52 型次いで HPV16 型が多く検出されて

おり、今回の男性での調査により、HPV の

流行状況は同地域に住む男女間において

一致しないことが明らかとなった。 

 

図 1 ベトナム人男性から検出された   

HPV 遺伝子型分布 （遺伝子型抜粋） 

(2)観察期間中に 2 回以上の検体採取を実施

した 116 名において、62.1％が全観察期間

中で 1 回以上 HPV 陽性であり、37.5％で 1

年以上の HPV 持続感染が見られた。 

(3)2015年に検体を採取した 205名において

採取部位別の HPV 陽性率/遺伝子型検出状

況を比較検討した。陰茎 25.6%、尿 4.9%、

尿道 8.3%、口腔 8.3%と、陰茎での陽性率

が最も高かった。また、口腔検体での HPV18

型検出率が有意に高かった。 

(4)結論：ベトナムにおいて、男性に対する

HPV6/11/16/18 型の 4 価ワクチンを導入す

る有用性が示唆された。また、若い男性へ

のHPV感染症に関する啓発が重要と考えら

れた。 
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